











学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件


























切に処理 していくべきかとい うことで、い くつかの トピックスのうち三つの主要な問題を取 り上げ、
分析 している。そ して、方法論的には常に一般均衡論的アプローチをとり、可能な限 り、動学的分
析を試みることを心掛けている。
第1部 の 「二重経済の成長理論」では、もっぱらポジィティブな視点から、二重経済での資本蓄













回る生活を強いるような法外な小作料を要求 しないとい う、 ミントが 「伝統的社会保障制度」 と呼
んだものに決定的に依存 している。このことはこれまで誰にも明らかにされることはなか った。
第1部 ではもっぱらポジィチ ィブな視点から問題を取 り扱 っているのに対 して、第∬部の 「二重
経済における最適雇用政策」では、ノーマティブな視点から、二重経済における最:適資本蓄積過程
での雇用 と労働の潜在価格の決定の問題を取 り扱っている。第3章 「ミント型二重経済における最
適雇用政策:自 営小農経済の存在 と労働の潜在価格」では ミント型二重経済を分析の対象 としてい
る。 ここでは、従来不完全な形で しか取 り扱われてこなかった生存部門ないしは伝統的部門 として





リス=ト ダロー型二重経済における最適雇用政策:移 住、都市失業および資本蓄積」では、ハ リス
=ト ダロー型二重経済を分析の対象 としている。この経済は ミント型二重経済が もつ特徴の他に、
都市部門には固定的賃金率が支配 してお り、労働老は部門間の期待効用格差に基づいて移住するた
め顕在的失業が存在 しているという特徴をもっているが、このような経済の自立的の発展可能性の
問題 と最適資本蓄積過程での労働の潜在価格決定の問題が論 じられている。 とくに、後老について
はこれまでスタティックな分析に限定されてきたが、ここでは真にダイナ ミックな分析が行われて
お り、その結果、次のようない くつかの重要な事実が明らかにされている。長期的に完全雇用を達
成 ・維持 していくと言 う意味での自立的発展の可能性がなければ最適資本蓄積問題が意味をもたな
いこと、その可能性をもっていても最適資本蓄積経路が存在 しないことがあること、そ して、それ
が存在 しても究極的に達成される都市部門資本ス トック水準は政策介入なしのレッセ ・フェールで
完全雇用を実現するのに必要な最小の水準を下回ること、 さらに、都市部門での資本蓄積が一定程
度進む と以後は資本ス トックは一定に保たれ、完全雇用が達成 ・維持されていくが、このとき、労
働の潜在価格も一定で、それは市場賃金率を下回っていること。
第皿部の 「ハリス=ト ダロー型労働配分メカニズムと政策順位」では、発展途上経済における都
市失業 と移住の問題にかかわって、この問題を解決す るにあたっていかなる政策手段を講 じるのが
ベターか、 という政策順位の問題を論 じている。いつれの章でも、部門間の期待賃金率の均等化 と











にされている。 とくに、これまで最 も重要 と認識されてきた最善の状態を実現するにあたっての都
市部門のフォーマル ・セクターと農村部門への同額賃金補助金政策の有効性は、都市部門のインフ
ォーマル ・セクターの労働生産性が高いときには失われる可能性が大きく、このときに最善の状態
を実現するには、農村部門への雇用1単 位当た りの賃金補助金は都市部門のフォーマル ・セクター
へのそれ よりも小さくなければならない、とい う興味ある結論が得 られている。ついで、第6章 「カ
ルボ ・モデルにおける政策順位:独 占的労働組合の存在と都市失業」および第7章 「ハリス=ト ダ
ロー・モデルとカルボ ・モデルの比較」では、都市部門において独占的に行動する労働組合が存在
するカルボ ・モデルにおいての政策順位の問題を取 り扱っている。 これについてはいまだ誰も分析


















生 じる種々の経済問題を分析する。この分析の枠組を固めたルイス、H.ラ イベ ンスタイ ン、W.
W.ロ ス トウ等の初期の理論家の主たる関心は、いかなる条件のもとに経済がこの二重性を脱 して
近代的発展 ・成長を開始 しうるかとい う点にあったが、その背後には、近代的発展 ・成長の開始と
経済厚生の向上との暗黙の同一視があった。 この同一視は多 くの場合正当化され うるであろうが、
しか し必ず しも常に正 しいとは限らず、また、近代的発展を直ちには開始できない経済における経
済政策のあ り方も、発展途上国にとっての緊急の課題である。 このためその後の経済発展論の展開
においては、二重構造の解消とは独立に、経済厚生の向上 とい う点か らの経済政策ゐあ り方につい
ての分析 も、 もう一つの重要な柱となった。 さらには、二重構造の基本的特性が どのようなもので









在を特徴 とする前近代的農業部門と、利潤最大化を目指す企業か ら成 りそれゆえ労働の限界生産性
と賃金 との均等を特徴 とする近代的工業部門とが並存する、いわゆるルイス型二重経済が、いかな















第3章 「ミン ト型二重経済における最:適雇用政策:自 営小農経済の存在 と労働の潜在価格」は、.
前の二つの章 と異な り、二重経済における最適成長を扱っている。経済の厚生水準をはかる尺度と
しては二部門の労働者の平均的効用水準の割引現在価値が採用され、二重経済の構造は、多数の自
営農から成る自営小農部門と近代的部門 とから構成されるH.ミ ント型のものと・されている。 自営
農の収入はその限界生産性によってではなく平均生産性にて決定されるため、この種のモデルでは
分析がかな り複雑 となるが、貝山氏は、最適成長が実現されても部門間所得格差が残 りうること、
また最適成長の実現のためには近代的部門への賃金補助や雇用課税が必要 となること、等を厳密に
論証 している。
第4章 「ハ リス=ト ダロー型二重経済における最適雇用政策:移 住、都市失業および資本蓄積」
は、発展途上国にとってのもう一つの重要な問題である都市での失業を取 り上げ、それが固定的最
低賃金率の存在によって引き起こされているとい う視点のもとに、経済が市場メカニズムを通 して
完全雇用を実現 ・維持 していきうるための条件 と、最低賃金率が存在する場合の最適成長 とを分析
している。そして、農村部門での1人 当 り所得はそこでの平均生産性に等しく、また農村 ・都市間





第5章 「ハ リス=ト ダロー型労働配分メカニズムと政策順位:都 市部門のインフォーマル ・セク
ターの導入」では、都市部門がさらに㍉固定的賃金率のもとで利潤最大化をめざす近代的企業か ら
成るフォーマル ・セクターと、労働者が平均生産物価値に等 しい所得を得る伝統的なインフォーマ
ル ・セクターとに分割される。 フォーマル ・セクターの賃金はインフォーマル ・セクターおよび農
業部門の賃金 よりも高いと想定され、かつ、労働移動を通 して農村部門の賃金と都市での期待賃金
とが均等化されるという、ハ リス=ト ダロー型のメカニズムが想定されている。このような枠組の
もとで貝山氏は、(1)政 策介入なし、(2)フ ォーマル ・セクター一への賃金課税 一補助金政策、(3)
農村部門への賃金課税一補助金政策、(4)農 業生産物への貿易課税一補助金政策、(5)イ ンフォー
マル ・セクター就業者への所得課税一補助金政策のいずれが、代表的消費者の効用水準をもっとも
高めるかを分析 している。前の二つの章 と異な り、本章以降の三つの章の分析は静学的である。
第6章 「カルボ ・モデルにおける政策順位:独 占的労働組合の存在 と都市失業」は、都市部門に
労働緯合が存在 して、それが、組合員全体の総利得を堆大にするよう労働供給量を決定 し、そのこ
とが都市失業を発生 させているというG.A.カ ルボのモデルを用いて、前章 と同様に、(1)政
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第7章 「ハ リス=ト ダロー ・モデルとカルボ 。モデルの比較」は、前の二つの章で分析 した、最








主要な業績 と比較 しつつ、 これへの評価を与えることとしたい。
第1章 で考察されているルイス ・モデルは多 くの理論家によって分析され、H.ラ イベンスタイ
ン、J.C.フ ェイ、G.レ イニス等がこのモデルの特性を最小臨界努力とい う概念に総括 した。
貝山氏の貢献は、これらの論者が十分に考慮 しなかった農業部門資本蓄積を明示的に分析に取 り入
れ、最小臨界努力命題が成 り立つためにはさらにいくつかの構造的条件が満たされねぽならないこ
どを明らかに した点にある。第2章 で展開 ・分析されたモデルはD.W.ジ ョルゲンソン、天野昌
功のモデルが基礎になっているが、この種のモデルについても貝山氏は農業部門資本蓄積の考察が





第3章 と第4章 は、その章名の示すように、H.ミ ントおよびJ.R.ノ ・リスとM.P.ト ダロー
のモデルが基礎 となっているが、これらの論者の分析が静学的なものであったのに対 し、貝山氏は
そのモデルを用いて、問題を動学的な最適成長の問題として再定式化 し、経済学的に興味のある結
論を引き出す ことに成功 している。経済発展の問題への最適成長理論の応用 としてはS.A.マ ー
グリン、N.H.ス ターン等の先駆的業績があるが、そこでは前近代的部門の構造が必ず しも明確
ではなかった。これらの業績 との比較で言えば、貝山氏の貢献は、前近代的部門の構造を ミント型
あるいはハ リス=ト ダロー型のものとして明示 し、経済学的含意を明確にした点に求め られる。ま
た、経済援助の文脈で用いられてきた 「労働の潜在価格」とい う概念が、最適成長の文脈でも有用
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で あ る こ とを 明 らか に した 点 も、 貝 山 氏 の貢 献 と して 挙 げ る こ とが で きる。
第5章 と第7章 でな され た ハ リス=ト ダ ロー ・モ デル に お け る政 策 効 果 の比 較 につ い て は 、 ハ リ
ス、 トダ ロー、J.N.バ グ ワテ ィ、T.N.ス リニバ サ ン、K.バ ス ー等 の業 績 が あ るが 、 これ
らは いず れ も、 都 市 部 門 で の 失業 を顕 在 的 失 業 と して扱 って い る。 貝 山氏 は これ に イ ンフ ォーマ ル
・セ クタ ーを 導 入 して 都 市で の偽 装失 業 の分 析 に成 功 した 。 イ ン フ ォ ーマ ル ・セ クタ ー の賃 金 を ゼ
ロ とす れ ぽ 失 業 は 顕 在 的 な もの とな る とい う意 味 で 、 貝 山 氏 の モ デ ル は これ ら の論 者 の モ デル の 一
般 化 に な って お り、 この 一般 的 な モ デ ル を用 い る こ とに よ って 、 農村 部 門 と都 市 部 門 に 同額 の賃 金
　ヨ
補助を与えれぽ最適状態を実現できるとするバスーの結論が、必ずしも常に正 しいとはかぎらない
ことが明らかにされた。第6章 と第7章 で考察されたカルボ ・モデルはG。A.カ ルボによって分
析された ものであるが、貝山氏は、政策的介入は何らの望ましい結果 ももたらさないとするカルボ
の特殊な結論が、生産関数についての彼の特殊な仮定に基づ くものであること、より一般的な新古








陥とい うよりも、今後氏に新たに展開を望みたい追加的課題とい うべきであろ う。
以上により本論文は、経済学博士論文として合格 と判定する。
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